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本研究が着⽬する⽀援機関・
専⾨職

アンケート調査（497名：回答率34.9％）
・過去に該当する事例があった（16％：76件）
・印象に残ったケース：⼩学⽣（30件）
・誰のケアをしていたか：⺟親（36件）

インタビュー調査（22件）
・⼦ども⽀援部⾨につないだ後、⽀援経過の情報
が得られず「つなぎ⼒」に不安（⾼齢者分野）
・限られた⼊院⽇数で患者の⽣活課題解決の諸⼿
続等が中⼼という限界（医療）
・当事者や保護者の声を聞く必要、⽀援だけでな
く予防的関わりが必要（障害児・者分野）


